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丹下 :言語遅滞児の心涯療法 -101ー
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というと 「ウン」といって更に 「イラン」とはっきりし、ぅ。玩具織から汽車をも ってきてはっきりしないが「ナ
イナイ，ゴーゴへ ，;ー ジー ジー 」と口の中でいし、ながら汽車をおして部屋を半周する。それからはさみをとっ
て動かしてみたり.ピアノを2.3図ならしてから「プーポ ，ー パーパー」とか何かいいつっさっきの向車をま
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た押す。砂場へ行ヮてパケツをとり上げる。「パヶγゃね」というと 「アートートーJ1: ~ 、 ヲてパヶγ の底にう



















第3回 (35.6.27) 14.00--14.30 













ヨ修勇~ Th ~ Cが絵をかいた紙を渡した時， うっかりとかいたものが終ったという積りで 「とれ
はおしまいね」といったのを，時聞がきて帰って もよいと患ったのか部屋を出て行とうとした。と
のととはCの Thの時計を何度ものぞき竜頭をまわそ うとする行動へ とっ たがヲている様に思わ
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- 104ー 児童学
帰ってくると直ぐ黒仮にチョークで絵をかき始め，遊戯室へ帰ることを炉吾する。帰りたくない気持を受容れ.
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Summary 
1) The client was a two years and eleven months old boy， with his speech 
delay at the beginning oi our therapy. 
2) Play therapy was given to the boy in conjunction with the counseling with 
his mother once a week ，five times in all. 
3) In the course of the treatment we found that he became able to pro-
nounce a iew words perfectly and bis vocabulary increased. 
4) At present， the therapeutic contact is discontinued because oi his mother's 
illness， but according to his mother's report his speech delay is getting better. 
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